
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

学校教育目標    【 志を持って学ぶ たくましい 心と体の東中生 】 

 

 

 東 中 だ よ り 夏休み臨時号 

令和７年７月１８日 

上尾市立東中学校 

校 長  石田 賢一 

上尾市大字上尾村４７９ 

TEL 048-775-6566 

FAX 048-775-1165 

 
夏休みを迎えるにあたって 

                                         校長 石田 賢一   

 一学期も７月１８日（金）で終業式を迎え、８月３１日（日）までの夏休みを迎えます。令和７年度から夏休み

の期間が１週間増えました。１週間夏休みが延長されたのは、①夏季の登下校や学校生活における児童生徒の安全

を確保するため、②より適切な授業時数で教育課程を編成し、児童生徒の負担加重を防ぐためです。４４日間の夏

休みを生徒たちが有意義に過ごせることができるように各ご家庭でのサポートをよろしくお願いします。 

夏休み中の生活について、下記の点について学校においても夏休みが始まるにあたり、丁寧に指導いたしますが、

各ご家庭においても見守りと生徒への指導をお願いいたします。 

（１）家庭学習については、計画的、主体的に学習に取り組むことが大切です。生徒が興味・関心をもった体験的

な活動等に積極的に取り組めるようサポートをお願いします。 

（２）インターネットやゲームの長時間利用は、生活リズムの乱れなど健康に悪影響がでます。ネット利用時間の

取り決め等について家族で話し合いをお願いします。 

（３）生徒がインターネットを利用してトラブルに巻き込まれたり、不適切な写真や動画を投稿したり、保持した

りすることがないよう見守りをお願いします。 

（４）生徒が知人の紹介やＳＮＳなどを通じて、闇バイトに応募し、特殊詐欺や強盗などの犯罪に加担することが

ないよう「面識のない人物の誘いに乗らない。個人情報を渡さない。誘いを受けたら相談する。」などの対

策について確認をお願いします。 

（５）交通安全について、自転車に乗る際のヘルメットの着用やながらスマホの禁止など自転車のルール、マナー

について確認をお願いします。 

（６）熱中症予防のために、十分な睡眠、適切な食事、体調管理をお願いいたします。 

 ４４日間という夏休みは、１年生・２年生は一学期の復習をし、自身の苦手な分野に向き合い、それを克服する

ととともに、得意な分野を大いに伸ばすためにしっかりと努力してほしいと考えております。３年生は、進路に向

けての本格的な準備が始まります。慌てることなく、自身の学力を客観的に捉えて、一つ一つの課題をしっかりと

クリアしていくことが大切です。 

 保護者の皆様には、温かくも厳しい目で生徒を見守っていただきますよう、お願いします。 

 また、夏休み中に行う三者面談では、一学期のお子様の生活の様子を振り返り、二学期以降頑張っていくべき目

標を設定いたします。保護者の皆様もを担任に聞きたいこともあると存じますが、まずは、それぞれの子供たちの

目標を担任・保護者・生徒の三者で共通理解することを最優先にしていただきますよう、お願いいたします。 

 

 最後に、夏休みから、東中学校の電話について生徒完全下校後３０分で留守番電話といたします。以前からお伝

えしております働き方改革の一環として留守番電話の設定時間の厳格化を行ってまいりますので、どうぞよろしく

お願いいします。先日、お伝えした学校への勤務時間内の連絡について多くの保護者の方のご理解とご協力をいた

だいております。留守番電話の件もどうぞよろしくお願いいたします。 

【８月２８日(木)３年第１回南部校長会テスト】 

※お弁当持参 
８：２０       生徒登校        １１：４０～１２：３０ ４校時(理科) 
８：２５～      朝の会         １２：３０～１２：５０ 昼食(お弁当) 
８：４０～ ９：３０ １校時(国語)      １３：１０～１４：００ ５校時(英語) 
９：４０～１０：３０ ２校時(数学)      １４：０５～      帰りの会 

１０：４０～１１：３０ ３校時(社会)      １４：２０       完全下校 



学校運営協議会について 

  

東中学校は、学校運営協議会が設置されているコミュニティ・スクールです。コミュニティ・スクールとは、学校と

地域住民等が力を合わせて学校の運営に取り組むことが可能となる「地域とともにある学校づくり」への転換を図る 

ための有効な仕組みです。コミュニティ・スクールでは、学校運営に地域の声を積極的に生かし、地域と一体となっ

て特色ある学校づくりを進めていくことができます。 

 東中学校では、７名の学校運営協議委員の方にご参加いただき、学校運営に係る様々なことを検討していただいて

いるところです。今回は、学校運営協議委員の皆様から東中学校へのメッセージをいただいておりますので、掲載い

たします。 

 

◆学校運営協議会 会長 佐藤 雄介 様 

 上尾東中学校の皆さんこんにちは。今年は創立５０周年ですね。５０年の節目を迎えられるにあたり、まずは、生

徒の皆さん、先生方の日頃のご活躍と教育活動へのご尽力にお慶びと感謝を申し上げます。 

 私も長く東中学校区に住んでおり、学校行事や会議で中学校におじゃまする機会があるのですが、そのときいつも

感じるのが正門から始まる生徒さん、先生方の気持ちの良い挨拶のシャワーです。「日本一のあいさつ」という目標

があったと思いますが、それを学校全体で取り組まれていることを感じることができ、心が温まるのを覚えています。 

 また、校内に掲示してある学習制作物、行事や学級活動の写真、大会での活躍報告などで活気あふれる様子を感じ

ることができ、来校の機会をいつも楽しみにしています。 

 さて、皆さんは現在シティズンシップ教育実践校ということで先駆的な教育活動に取り組まれているとのこと。こ

の教育活動を通して、多様化する社会で生活していく力や、国際理解への知識を身に付けて社会へと羽ばたいていた

だきたいことと、この分野の知識をもったリーダーたる人材が多数輩出されますことを期待しています。 

 道路沿いから見るグランドで活動する皆さんの元気な姿や楽器の音色は、私や地域に元気をもたらせてくれます。

そんな様子をこれからも変わらず見られますよう今後の生徒の皆さん、先生方の活躍を心よりご祈念申し上げます。 

 

◆学校運営協議会 副会長 樋口 敦 様 

 私は、東中学校を３０年前に卒業したＯＢとして、母校のために何か役に立ちたいとの想いからＰＴＡ会長を勤め

させていただいています。 

 卒業後、２８年ぶりに息子の入学式で訪れた東中学校は、良くも悪くも当時と変わらない印象を持ち、また、校歌

も自然と覚えているもので、懐かしさや当時の記憶がよみがえってきました。勉強や部活に励み、そして仲の良い友

達にも巡り会えたことが、今の私の財産になっています。先日、卒業３０年を記念して開催された同窓会でも、久し

ぶりに会う友達や当時の先生方との昔話に花が咲いたことは言うまでもありません。 

 現在、東中に通う生徒に期待することは、勉強や部活動を頑張ってほしいのはもちろんですが、この中学生時代に

何か一つでもよいので、自分が頑張って取り組んだと思えるものを作ってほしいです。それは、勉強でも部活でも習

い事でも構わないと思います。他人に自信をもってこれを頑張ったと、話ができるようになってもらいたいです。ま

た、仲間や友達も大切にしてほしいと思います。同じ時間を過ごした仲間や友達は、今後自分が困ったときに絶対に

力になってくれると考えます。 

 最後に、今年度５０周年を迎える東中学校が今後も多くの生徒を輩出し、東中学校に関係する皆様の益々のご活躍

をご祈念申し上げます。 

 

◆学校運営協議会 委員 小菅 正美 様 

 現在の日本を含む世界をめぐる社会的状況は、ＡＩ（人工知能）によるあらゆる技術の開発及び活用、ＳＮＳ等に

よる情報の発信及び提供等、情報のグローバル化が進み、劇的な変化をしています。 

 このような新しい時代に求められる資質や能力を育むため、東中学校では令和７年度の「学校経営方針」に基づく 

「学ぶ喜びを感じよう」をキャッチフレーズとして生徒全員が学ぶ喜びを育む学校を目指して全教職員の方々が一丸

となって取り組んでいることと思います。 

 このような素晴らしい環境の中で、生徒各自が将来の夢や目標を明確に持ち、心身ともに健康でたくましく自分自

身で考え主体的に学ぶことの重要性、また、心豊かで自他ともに大切にできる生徒を目指して常日頃から勉学や部活

動等に一生懸命励んでいることと思います。これからも全教職員の方々や生徒全員が「学ぶ喜びを感じよう」を心に

刻んで、学校及び地域との絆を育む学校像を目指してのご活躍を期待しています。 

 最後に、来年１月に予定されている「創立５０周年記念式典」の盛会を目指して、滞りなく着々を準備が進捗する

ことを祈念いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

 

 

◆学校運営協議会 委員 篠原 紀元 様 

 １ 学校教育目標及び令和７年度キャッチフレーズ「学ぶ喜びを感じよう」は私たち社会人にとっても心すべき事

と共感いたします。 

 ２ 特に今年度、東中創立５０周年行事に東中生徒会の皆さんの知恵がどのように発揮されるか楽しみです。 

 ３ スペシャル・サポートルームの生徒さんと雑談？してみたい当方８５歳の老人です。 

 

◆学校運営協議会 委員 田中 大 様 

 失敗を恐れず、様々なことに挑戦してください。失敗することは恥ずかしいことではありません。たくさん挑戦し

て、たくさんのことを学んでください。きっと素晴らしい中学校生活を送れるはずです。 

 私の長男も中学校生活はとても楽しかったと言っています。環境、仲間、先生どれも素晴らしいです。失敗を恐れ

ずに挑戦し、自分に勝ってください。 

 素晴らしい中学校生活を送れるように、我々もできる限りのサポートをしていきますので、みんなはどんどん戦い

を挑んでください！！ 

 

◆学校運営協議会 委員 吉田 幸久 様 

 生徒の皆さん、毎日元気に学校生活を送っていますか。友達や先生とたくさん話をして、いろんな意見、いろんな

考え方を学び吸収してください。 

 

◆学校運営協議会 委員 中川 昇次 様 

 創立５０周年を迎える年に学校運営協議会委員となりました中川昇次と申します。さいたま市の学校で教育に携わ

ってきました。生まれも育ちも東中学校の学区内です。そして、東中学校の第１回卒業生です。参加させていただい

た４月の入学式での校歌はとても懐かしかったです。 

 これまで、近隣から東中学校の５０年間を見てきました。田畑の中に開校した当時の東中学校は、周りは何もなく、

遠くから学校が眺められました。稲穂の中に浮かぶ校舎は絶景でした。そのころの東中学校は、上尾中学校と上平中

学校から分かれてできた学校であったため、２校の制服が混在していました。決まった体育着やジャージはありませ

んでした。プールも武道場もテニスコートもなかったです。初代の高橋校長先生から校章の決定とその発表があった

ことが思い出されます。 

 東中学校の卒業生として先輩として、今でも母校に対する思いは強く、たくましい生徒の皆さんの活躍にはとても

関心があります。 

 生徒の皆さんには、今できることを精一杯やり切ってほしいと思います。それには、何事も始めなければ、成功の

チャンスは生まれません。新しい挑戦を通じてのみ、未知の可能性が開かれ、成功への道が見えてきます。そのうえ

で、自分が決断したことを最後までやり切ってほしいです。そこからは、数々の学びがあることと思います。頑張っ

てほしいです。 

 これからも東中学校を見守っていきたいと思っています。よろしくお願いします。 

 

【学校運営協議会の内容】 

第１回学校運営協議会（Ｒ７．４．２５）                    

「議題」 

（１）委員の任命、役員の選出（会長・副会長）  

（２）令和７年度当初人事異動・教職員数・生徒数について  

（３）学校教育目標・学校経営方針について  

（４）管理体制・教育課程について  

（５）年間行事予定について  

（６）その他（50 周年記念について）  

（７）運営協議会活動計画  

 

第３回学校運営協議会は、令和７年１０月２３日（木）午後２時から開催いたします。 

第２回学校運営協議会（Ｒ７．６．２５） 

「議題」 

熟議 「制服について」  

連絡（１）学校行事について  

（２）令和７年度学校評価について  

（３）留守番電話について  

（４）ボランティアについて  

（５）その他 


